大分県剣道伝達講習会開催感染防止策

＊開催にあたっては別紙「大分県剣道講習会感染防止策」を考慮した上で実施いたします。
また、大分県や全剣連の指示や連盟内教育係の協議等により、随時感染対策事項は修正・追加される可能性がございますので、ご了承の上遵守願います。
また、県内の感染状況によっては、当日であっても延期・中止を判断させて頂く場合もございますので、ご了承願います。
[bookmark: _Hlk55988781]　また、講習会実施には上述のとおり感染防止対策をとった上で開催しますが、行事の開催には感染のリスクを伴い、完全になくすことはできません。参加においてはそのことを熟考の上でお申込み願います。

１　受講生の装着具　　会場内では不織布マスクとフェイスシールド着用。
＊講習中(実技中)のマスク・フェイスシールドの着用については講師・教育係の指示に従って下さい。

２　当日の入場者　　　当日は講習会運営関係者と受講生以外は会場に入れない。
　　　　　　　　　　　
また以下に該当する者は入場できない。
・基礎疾患のある者
基礎疾患のある者とは、「糖尿病、心不全、慢性閉塞性肺疾患　（COPD）、透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方など」をいう。
これらの者が理由あって参加する場合は、主治医の承認を得るものとする
・発熱のある者（個人差があるが、一般的には37.5度以上ある者をいう）
・咳・咽頭痛など風邪の様な症状がある者、その他体調がよくない者
・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合
・過去14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合

入場者は、当日に自宅等で検温を行い、健康調査表に、氏名、住所、連絡先電話番号及び一週間前から当日の体温を記録し、会場に持参し、入場の際に提出する。
３　入場について　　　・入場　入場口は道場側の会場入口(予定)
　　　　　　　　　　　　会場は８：３０～、遅くとも９：１５までには
入場を完了させること。
入場時に検温を行い・健康調査表を提出する。
（事務局が２週間保管）
＊履物や雨天時の傘は、各自で袋を用意して管理する。
　　　　　　　　　　　　会場靴箱は使用できません。
＊入場後、会場外の不要な入退出は原則禁止。
　　　　　　　　　　　　
また、除菌液を道場入口付近に設置するので、入場者は手指を除菌のうえ入場する。
　　　　　　　　　　　また除菌液は、受付机上や会場内数か所に設置するが、受講生は除菌液を各自で準備し、各自の手や用具の除菌を行う。

　　　　　　　　　　　・受付　受付は道場２奥で行う。(予定)　
　　　　　　　　　　　　　　　　受付は
①県北（中津・豊後高田・宇佐）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②別杵（国東・杵築・速見・別府）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③大分（大分・由布）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④県南（臼杵・津久見・佐伯）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➄豊肥・久大（豊後大野・竹田・玖珠・日田）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥高体連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦当日受付
　　　　　　　　　　　　　　　　の割振り（予定）で行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　各自の申込み地区で受付を行うこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　受付で資料・受講証をもらう。
また弁当注文しているものは弁当引換券をもらう。　　
講習会終了後に受講証の半券(控え)を提出する。
終了証の提出をもって本講習の出席とするので必ず控えを提出すること。

＊入場・検温・受付の際は極力前後の間隔をとるよう
お願いします。また、教育係の指示に従って下さい。
　　　　　　　　　　　　　　＊書籍販売は混雑を避けるため、昼食休憩時に行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　

　４　更衣室　　　　　　更衣室は原則使用禁止。
　　　　　
　５　開閉講式　　　　　開閉講式は縦・横の間隔を空けて整列する。
　　　　　　　　　　　　講師・教育係の指示に従って、整列移動をお願いします。
　　　　　　　　　　　　
６　その他　　　　　　受講生は個人で使用した観客席等は各自で除菌をして帰る。
　　　　　　　　　　　昼食時は極力おしゃべり等をせずにお済ませください。

＊申込み状況やその時のコロナ感染状況において、講習内容や時間配分、運営の流れを
変更する修正する場合がございますのでご理解・ご協力よろしくお願い致します。また、
変更・修正はホームページに掲載しますので、随時確認頂くようお願い申し上げます。

大分県剣道連盟
